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　暑中お見舞い申し上げます。日頃より富永三千敏の議会活動にご指導お力添えをいただき心
より厚く御礼申しあげます。
　新会派「しんせいクラブ」を昨年 12 月に結成しました。「しんせい」とは新生、新星、真正、
信誠、新政などの意味を含ませています。
　この 7月 3 日で任期の中間折り返しを迎え、議会改選があり、
私は常任委員会では総務委員会の所属になり、特別委員会では広
報編集、庁舎再編整備、総合計画、地域医療対策の各特別委員会
の所属になりました。今後も攻めの施策を問い提案しながら議会
活動に取り組みますので、よろしくご指導賜りますようお願い申
し上げます。

平成26年12月11日 第4回定例会「一般質問」
１． 所信表明で述べた重点施策「成長戦略」

の実現性はあるか
問　合併特例債の発行期限の５年延長に合わせ、
新市建設計画を変更して、市政を進めると明言し
ている。市政進展のために掲げる重点施策「成長
戦略の推進」について問う。
①「成長戦略の推進」の一つめの取り組み「食で
つながる元気なまちづくり」では「食」をテーマ
として活性化、産業振興を図るとしている。その
成果と来年度の展望はどうか。
②二つめの取り組み「自然を活用した産業の活性
化とエネルギー利用」の見通しはどうか。

答　①「食まちうおぬま」の PRで経済効果が今
後出ると考える。
②森林資源の活用では魚沼杉の公共施設での一
部使用のほか木質バイオマス発電は県と他市町と
連携し検討したい。小水力発電は池平地区で土地
改良区が事業をスタートし経過を見守る段階であ
る。雪冷熱データセンターの候補地の一つに選定
された。

２．次年度の観光施策の発展性はどうか
問　③今年度の観光施策をどのように評価し、次
年度に繋げ発展させるか、次年度の観光施策の方
向性はどうか。
　④全産業を観光と捉え観光交流人口の拡大によ
る外貨獲得を図るべき、具体的には雪国観光圏事
業の推進、東京オリンピックに合わせた誘客活動、
観光参与の登用、学生の視点の活用、尾瀬世界遺
産登録運動などを企画実施するべきと考えるがど
うか。

一般質問



答　③石川雲蝶生誕 200 周年に合わせた誘客活動
を軸に尾瀬弁当など魚沼の食の PRで徐々に成果
が出ている。友好都市の小中学生の体験型プログ
ラムも進めている。次年度も関係団体と連携して
PRしていく。
　④観光交流人口拡大の取り組みは実施してい

るが成果は十分でない。如何に誘客に有効なメ
ニューを作るかであり雪国観光圏など広域で誘客
を図りながら今後も取り組みたい。インバウンド
は誘客も重要だが受入体制をどうするかが重要。
観光従事者と共に考えたい。観光参与は今のとこ
ろ考えていない。

平成27年3月11日 第1回定例会「一般質問」
1．魚沼市版「地方創生」について問う
問　政府は　まち・ひと・しごと創生「長期ビ
ジョン」と「総合戦略」を示し、「ひととしごと
の好循環づくり」と「好循環を支えるまちの活性
化」を目指す大きな４つの基本目標を掲げ、それ
を実践し成果を上げるための補助事業を提示して
いる。
①市長の所信表明での魚沼市の成長戦略実践のた
めにも、補助事業を実施するべきと考える。政府
の云う地域産業の強化、人材の還流、地方拠点強
化、若者雇用対策の推進、結婚・出産・子育て支
援、小さな拠点の形成などの事業に合致するもの
で、現在当市で計画している事業の発展形や新規
事業を作り、手をあげる考えはないか、市長の見

解を問う。
②新規補助事業の応募採択は１年目は比較的簡単
で、２年目以降は難しくなることと補助事業を取
り入れ実施することは財源確保と同等の意味があ
るので早めの検討が必要であると思うがどうか。

答　①地方創生についてはそれぞれの地方が取り
組むべき事業である。当市も本市の課題を認識し
た上で魅力を活かしながら取り組む必要がある。
既存事業や新年度事業を組み入れるかどうかは魚
沼市総合計画との整合性を図りながら検討する。
　②地域再生法に照らしながら、補正予算で計上
できるよう検討する。

平成27年6月19日 第2回定例会「一般質問」
1．観光の将来像と施策の目指すところは。
問　観光振興は農林業や商工業など幅広い産業に
経済波及効果をもたらすほか地域の課題解決にも
関係し、多くの雇用を生む力をもっている。
①観光振興室、観光協会、民間観光事業者の役割
を踏まえ、当市の観光産業の将来像をどう描くか。
そのための観光施策の方向性はどうあるべきか。
②観光振興は交流人口拡大を図ることである。企
画会社や大手旅行社を利用する考えはないか。来
訪者の問合せやニーズに応えるには観光振興室と
観光協会が同じ建物同じフロアーで仕事をするべ
きと考えるがどうか。
③地域振興のために各課の事業をトータルでセール
スする目的でプロモーション課を設置できないか。

答　①事業者は自らの魅力を高めアピールする、
観光協会は観光資源の発掘と誘客宣伝、市は事業
者の支援と観光施策の展開が役割で、連携して地
域振興を図ることが目的であると考える。「自然」
と「食」を生かした観光を柱として行政、観光協会、
各観光事業者がそれぞれの役割を果たしながら連
携して地域振興を実現できる事業の実施を目指す。

　②大手旅行社との提携は考えられないが、企画
会社の活用は必要なときに実施する。また、観光
振興室と観光協会は連携することはあっても、組
織が違うため同じところで仕事をすることは疑問
がある。
観光施策はこれでよいということではないので今
後も検討する。
　③これからの課題とする。　

2．自然環境の保全と活用について
問　昨年第2回定例会で自然保護条例の制定を
提案し、制定に向け取り組むと回答を得た。自然
保護活動に関する市と市民の役割を踏まえた上
で、自然環境の保全とその適切な活用のために協
議会を設立すべきだが、どうか。

答　自然保護は市民からの積極的な行動を期待す
るが、市は条例を制定したうえで率先して事業を
実施し、協議会などの必要な組織設立のために支
援する。



《新庁舎建設について》
　平成 26 年 9 月 11 日大平市長が「庁舎は造らない」から「新庁舎建設」への方針転換を 9月議会で発表、
これを受け 12 月議会において庁舎再編特別委員会を議長以外の全議員構成の委員会としました。
　新庁舎建設に至ったのは次の点を考えてのようです。
　○合併協議会での 10 年以内に適地に新庁舎を建設するという取り決め
　○湯之谷庁舎本庁舎案の二度の否決
　○ 分庁舎方式のデメリット（市民の利便性の欠如、命令意志の不達性、維持管理経費の負担増など）

の解消
　○合併特例債延長による建設財源確保の見込み
　これら市長の説明する方針転換に対する理由と分庁舎のデメリットと新庁舎のメリットだけで市民が
納得できるように説明できるか。建設するにしても、位置はどこが最適か、市民サービスや防災拠点な
ど庁舎の機能はどう考えるか、財政シミュレーションの明確な比較など、新庁舎建設は市民にとってよ
り良いものでなければなりません。

《庁舎再編特別委員会》
長野県安曇野市新庁舎視察
　しんせいクラブの調査提案の結果、平成 27 年 5 月 13 日に魚沼市議会では安曇野市を訪問し、新庁舎
建設について視察してきました。同市は平成 17 年の合併で人口 99,000 人のまちとなり、7つの分庁舎方
式をとっていましたが、直後の 18 年には市役所内に行政機構検討委員会を組織し、21 年には市民参画の
建設検討委員会より新庁舎建設の提言を得て、建設に向け協議を重ね 5候補地から建設位置を決定し 27
年 1 月に竣工したものです。
　市民の意見の計画への反映、地元産木材の利用、地下免震構造兼駐車場の建設、庁舎の休日活用など
随所に工夫がなされていました。

現在の議論
　いま庁舎再編整備特別委員会では、市の新庁舎建設基本構想案について議論を重ねていますが、新庁
舎を建設すべきか否かを結論づけることはできません。また、市の構想案の建設位置決定のために候補
地をどこにするべきかの議論をしています。（市は建設位置の候補として「アルプス電気、小出北部公民
館付近、井口小学校跡地とその周辺」の 3ヶ所を提示したが、委員会の意見として「小出郷福祉センター
付近と近隣、広神庁舎付近」の 2ヶ所の候補地追加を要望しました。可能性のある場所は全てあげ、十
分な調査をしてその上で位置を決定するべきと求めています。）
　また市民の皆さまの理解が十分でなく新庁舎建設の
内容に賛成と反対の両意見があり、このまま進めばさ
らに理解されないままになると判断し、この度 7月の
委員会では「市民の意見を聞く会」を開催すべく検討
をしています。市民の皆さまにこれまでの議論の経過
を説明し、ご意見を伺い今後の委員会議論に役立てる
ために開催するものです。確定はしていませんが 9月
議会前に開催すべきと思います。
　また、仮に新庁舎を建設するにしても、旧庁舎をど
のように活用していくかの議論もこれからです。

《井口小学校について》

日付 委託業務 契約の方法 金額 日付 委託業務 契約の方法 金額
H25.9.19 建設基本設計 指名競争入札 672万円 H27.6.30 建築工事 一般競争入札 20億 6,280 万円
H25.12.12 地質調査 指名競争入札 630万円 H27.6.30 機械設備工事 一般競争入札 4億 9,680 万円
H26.8.7 建築実施設計 一般競争入札 6,480 万円 H27.6.30 電気設備工事 一般競争入札 3億 1,536 万円
H26.9.25 道路・水路敷設工事 一般競争入札 3,866 万円 H27.7.3 注１ 建築工事設計管理 随意契約 2,916 万円
H26.9.26 造成工事 一般競争入札 1億 1,437 万円 市のＨＰから引用（注１：HPからでなく調査による）

平成 27 年 7 月 27 日に建設安全祈願祭が行われました。これから本格工事がスタートします。

地元産木材を活用した安曇野市庁舎



富永三千敏 議会活動の概略

魚沼市議会の本会議がインターネットで見ることができます。魚沼市 → 魚沼市議会 → 本会議録画映像配信
また、議事録もご覧いただけます。

月 日 曜 内　　　容

H
26

10

22 水 庁舎再編特別委員会
23 木 震災 10周年合同追悼式（長岡アオーレ）
28 火 全員協議会
30 木 役員会

11

1 土 防災・食のフォーラム（小出郷文化会館）
1 土 市制施行 10周年記念式典
4 火 地域おこし協力隊報告会
4 火 議会報告会（入広瀬 横根）
5 水 議会報告会（湯之谷 七日市）
6 木 議会報告会（小出 浦町）
7 金 議会改革特別委員会
10 月 産業建設委員会　行政視察
11 火 産業建設委員会　行政視察
14 金 ものづくり振興協議会
16 日 R352 バイパス早期開通期成同盟会設立総会
18 火 山の利用を考える懇談会会議
20 木 湯之谷地区自治会長会
21 金 福祉文教委員会傍聴
25 火 産業建設委員会 市内現地視察
26 水 総合計画特別委員会
26 水 議会報告会実行委員会
26 水 地域医療特別委員会
28 金 後援会役員会

12

5 金 しんせいクラブ結成
7 日 魚沼・尾瀬検定
8 月 第 4回定例会
8 月 庁舎再編特別委員会
8 月 全員協議会
10 水 第 4回定例会　一般質問
11 木 第 4回定例会　一般質問
12 金 総務委員会傍聴
12 金 福祉文教委員会傍聴
12 金 庁舎再編特別委員会
15 月 産業建設委員会
15 月 地域医療対策特別委員会傍聴
22 月 第 4回定例会　最終日
22 月 広報編集特別委員会

H
27

1

5 月 賀詞交換会
6 火 会派会議
7 水 広報編集特別委員会
9 金 庁舎再編整備特別委員会
9 金 総合計画特別委員会
9 金 広報編集特別委員会
14 水 会派会議
15 木 地下水対策委員会
19 月 しんせいクラブ勉強会
20 火 しんせいクラブ勉強会
21 水 産業建設委員会
21 水 産建・融雪技術協会意見交換会
21 水 会派会議
25 日 湯之谷地域森林組合座談会
27 火 議会改革特別委員会
29 木 湯之谷地区建設協和会意見交換会

2

6 金 研修（廃棄物処理適正推進大会　新潟市）
10 火 地域医療対策特別委員会
10 火 合同会派会議
10 火 新庁舎建設市民説明会
23 月 第 1回定例会　初日
24 火 第 1回定例会
25 水 第 1回定例会

3

3 火 産業建設委員会
3 火 庁舎再編整備特別委員会
6 金 湯之谷中学校　卒業式
6 金 都市計画審議会傍聴
10 火 第１回定例会　一般質問
11 水 第１回定例会　一般質問
12 木 第１回定例会　予算委員会

月 日 曜 内　　　容

3

13 金 第１回定例会　予算委員会
16 月 第 1回定例会　予算委員会
17 火 第 1回定例会　予算委員会
19 木 会派会議
20 金 第 1回定例会
24 火 井口小学校　卒業式
29 日 小出病院内覧会

4

2 木 広報編集特別委員会
7 火 井口小学校　入学式
7 火 湯之谷中学校　入学式
9 木 広報編集特別委員会
10 金 議会改革特別委員会
13 月 広報編集特別委員会
14 火 庁舎再編整備特別委員会
14 火 総合計画特別委員会
20 月 教育委員会と意見交換会
21 火 臨時議会
21 火 全員協議会
23 木 産業建設委員会
28 火 議会報告会（広神 滝ノ又）
29 水 議会報告会（守門 新下）
29 水 議会報告会（堀之内 東南地区）

5

10 日 財政勉強会（東京）
11 月 財政勉強会（東京）
13 水 行政視察 (安曇野市役所 )
15 金 湯之谷地区自治会長会
19 火 議会報告会実行委員会
19 火 基幹病院内覧会
20 水 福祉文教委員会傍聴
21 木 尾瀬山開き（檜枝岐村）
22 金 地域医療対策特別委員会
26 火 議会改革特別委員会
28 木 2市 1町議会連絡協議会（湯沢町）
31 日 魚沼から行く尾瀬ルート開通式

6

1 月 市立小出病院開院
1 月 会派勉強会
4 木 都市計画について・技術科学大学中出教授
4 木 庁舎再編整備特別委員会
8 月 会派勉強会（福祉課企画政策課と意見交換会）
9 火 市内施設視察
10 水 総合計画特別委員会
12 金 会派勉強会
14 日 東京湯之谷会
16 火 第 2回定例会　初日
18 木 第 2回定例会　一般質問
19 金 第 2回定例会　一般質問
22 月 総務委員会　傍聴
23 火 福祉文教委員会　傍聴
24 水 産業建設委員会
28 日 ロングライドうおぬま　スタッフ参加
30 火 会派勉強会

7

1 水 広報編集特別委員会
3 金 第 2回定例会　最終日
5 日 財政講習会（東京）
6 月 財政講習会（東京）
7 火 広報編集特別委員会
10 金 広報編集特別委員会
10 金 会派勉強会
13 月 広報編集特別委員会
13 月 総務委員会
14 火 福祉文教委員会　傍聴
14 火 庁舎再編整備特別委員会
17 金 庁舎再編整備特別委員会
25 土 うおぬま夏の雪まつり
26 日 うおぬま夏の雪まつり
28 火 庁舎再編整備特別委員会


